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このたびは本品をお買いあばいただを 
まことにありびとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書 J をよくお読みいただき、正 
しく使用してくだをい。 

この r 取扱説明書」は、保証書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場含は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 
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♦巧全のために必ずお守りください- 

♦使用ずる場所 . 

•各部のなまえ . 

•使用前の準備 

使巧前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 
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♦使いかた 

点义のしかた . 

がの調節のしかた-…… 

消火のしかた . 

でるでるなの使いかた- 
巧讀自動消火装置 I -- 1… 
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9〜10 
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•点検-手入れ . 

•故障-異常の見分けかたと処置ち法- 

•部品交換のしかた . 

•保营(長期間使巧しない場合) . 

•廃棄ずるとさ . 

•化様 . 

•ア フターサー ビス . 
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裏表紙 


A ち険 

(§) 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：巧油 


KEROSENE ONLY 


A 警告 


爲 

換気化夏 

し 1 時間に 1 〜 2 回 

な るとき消义 I 


A ミ主意 

巧 K した持ち越し巧巧 
使用厳禁 


お使いになる1 


使いかた 


お手入れ.保管 
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ま全のために必ずお守りください 



♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、必ずお守りいただ< 
ことを説明しています。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度をなの表ので区 分し、説明していまず。 

^ A ■ 除 A IV I 。 CD 、 T この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が死 t 、 重傷を負う尼険' 

/!\ UAIM UtnJ または火災の危険び差し迫って生じることび想定される内容を示してぃ ます。 

A 巧な A OIVIIIV い、 ^の表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死じ、重傷を負ラ可能性、 
胃1=1 、V V A MIM 11、じ J または乂災の可能性び想定される内容をおして ぃます。 _ 

A ご午たい AI ITIOMA ' この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損 
ZlA/±M^oMU I IUIM ； 害の発生び想定される内容を示にいます。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


I 【の51概细 



この給表示は、「禁止」 
されている内宮でず。 

AA 

この絵表示は、「注意」 
していただ < 内容でず。 

この給表示は、必ずして 
いただ<「指示」内容です。 

♦説明で中の r お願い」事項は、本機を誤りな<正し< 
お使いいただ<ための内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER ) 


★ガソリン 使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、乂がの原因にな 0 ぎす。 


圍 


A 警告 （ WARNING ) 


み換気必要 I 

•換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などが発生して中養になるおそれびあります。 
また、乳幼巧や呼吸器疾患などのかたは、体調不良になるおそれびあ D ます。 

•使用中は必ず1時間に！〜2回 （1 〜2分)換気して、新辭な空気を補給してください。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー宙厳禁 

スプレーちやカセツトこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に巧匿しないでください。 
熱で吿の圧力び上びり、爆発し、盾険です。 



★力ーテン、可燃物近接巧禁 


カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、乂災の原因になります。 


女衣類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂がの原因になります。 

^ ★瘦るとを消义 

獲るときやか出するときは、必ず消火し、火び消えていることを確認してくださし、。 
予想しない事故が発生ずるおそれびありまず。 

★給ミ由時消义 

給油は、必ず消义し、ストーブの温度び巧分に下びつてからおこなってください。 
乂災の原因にな 0 まず。 


★油漏れを険 

•給油□□をは確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めた 0 すると、簡単に給油□□金びはずれて、义災の原因になります。 
•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。火災の原因になります。 


★可燃性ガス使用厳禁 

ス I ブを使用している部屋で、可燃性ガスび凳生ずるもの（ガソリン、ベンジン、シンナー） 
や、スプレーを使用しないで<ださい。 

义災や故障の原因になりまず。 






































A 警告 (WARNING) 


女やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないで<ださい。 

振動や接她によつて、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれがありまず。 



A ま意 （ CAUTION) 


★居室内給油禁止 

給ミ由は、必ず火の気のないところでおこなってください。 

火災のおそれびあります。 

★変質な油禁止 

変質灯油(持ち越したむ油など）、不純な油(な油しソがの油.水.ごみび混入した巧油など）を使用しないで 
<だごい。 

異常燃焼や故階（しんが下び旦ない、点火でをない、火び消えない)の原因になります。_ 

' ★燃焼中移動 禁止 

义のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあります。また、範倒すると乂災になるおそれびあります。 


签 

0 



★移動•運搬ずる とをのま意1 

•ストーブを移動する場合は、必ず消火し、ストーブの溫度び充分下がってから、油タンクをおり出し、 
傾けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、壁池ケースか5乾里池をおりはずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの打ミ由を必ず抜いてください。 

運搬の途中に口油びこぼれて、周囲を巧すおそれがあります。_ __ 

異常時使用禁 止 1 !異甫!) 

におい、ずすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消乂してください。 


★燃焼筒のガラス割れ使用禁止 

燃焼筒のが筒(ガラス）び夕けたり、割れて破攪したままの状態では、絶巧に使用しないで<ださい。 
異常燃焼を起こしたり、すすび発生ずるおそれびありまず。 


★正常燃焼 の確認 

燃焼中は時クがを見て、正常燃焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上び0ずざたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因になりまず。 

★高温部接触禁お こ, 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ストープの上面)やガードに手などふれないよう注意して 
ください。 

やけどのおそれびあります。 


9 

0 

柏用禁止 


0 

使巧禁止 


高電圧注意 I 


点乂装置は、点乂時に高電圧び発生します。点乂プラグに不用意にさむらないで<ださし、 

感電のおそれびあります。 

掃除、点検■手入れをするとさは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 

★ふく射熱に長時間あた 5ない 

ス I -ーブの間おでみく射熱に長時間あたりつづけると、お温やけどや脱水症がになるおそれび 
ありまず。 ィ 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖房には充分にま意して 
くだごい。 と^ 


日りまこりの除去 

反身寸板、置台、製品の部のほこりをときどき除ましてください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラに注意してください。 
ごみ、ほこ D などびつまると、異常燃焼や义災の原因になります。 



f 























を全のために化ずお守りぐださい 


A 注意 （ CAUTION) 


★巧震自動消义装置の作 動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回 L ソ上、対震自動消义装置を作動ごせて確実に消火することを確かめて 
<ださい。 

確実に消火しないとをは使用しないで、ずぐに修理してください。 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品な旨定された部品)を使用してください。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでな<、故障や予想しない事故び発生するおそれ 
びあ0ます。_ _ 

★分解修理• 改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶対にな造して使用しないでくだごし、。 

不完全な修理や改造は危険でず。異常燃焼やすす、油煙の発生原因にな D ます。 

★触獻脱臭フィルタ ー 使用禁止 

市販の邮媒や脱臭フィルターをストーブに取0巧けたり、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異常燃焼や火災の原因になりまず。 

★お子様やお年寄りのご使用にま意 

お子様やお年寄り、体の不自由な方びお使いになる場合は、ス I -ーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接郎によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人び充分に注意してください。 

★保管時にしていただくこと 

•長期間使用しないとさ及は保管するときは、必ず灯油を抜いて、電池ケースから乾里池をおりはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保舊しないでください。 

义災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(か5焼きクリーニング)は、風びあたる場巧ではおこなわないでくだごい。 

义災のおそれびあります。 


★廃棄ずるとき 

ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内のな油を抜を取り、虽池ケースから乾電池を 
取りはずしてください。 （14 ページ参照） 

好油や乾單池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際 I 予想しない事おび発生するおそれがあ0ます。_ 


★次の場所では使用しない 


乂災や予想でをない事故や故障の原因にな0ます。 


( 水平でない場所、不巧定な場所 ) ( 風のあたる場所、部屋の出入口、屋 列 ) 植用禁止 

•傾斜した塌所や振動の激しいところでは、使巧しないで •風のあたる塌所や屋外では使用しないで<ださい。 
ください。 炎び出て危険です。 

巧蔑自動消乂装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気びあたらないよラミ主意して<ださい。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してください。 •部屋の出入口など人の通る場所、人びぶつかったり 

♦移動車両の中や、不ま定な台の上で使用しないでください。 つまずく場巧で使巧すると、乾倒して事故や火災が 

乾落した D 、 乂災になるおそれびあります。 起きるおそれびあります。 


( 暖 I 庐な どストープび囲われる場所 ) ( 不を定 な物をのはた棚などの下 

•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない * 落下物により乂災が起さるおそれびあります。 

蟲謡酷なりまず。 機機可雙增ぃ場所 ^ 

C 广— hA 巧^の义 I WB 雨 ^ •異常燃焼を起しすあそれかあ D ます。 

し I すしぶ巧■のをし、お巧 ) •油タンクの丹油びあみれ出て火災のおそれびあります。 

•製霜養鶴禮諸駿繫さ?鶏場など、塵やほこ。の C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたまる場所 ) 

燃焼用空気（酸素）を取入れる箇所び目づまり状態になり、 • 爆発か义^がの原运 I にな C ま g 。 _ 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 〇1 •美容院、クリ - ニング店などスプレ-や化学塞扁を使ラ場巧^ 

〔温室•飼育室など人のいない場所） •化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、 

•使用環境の変化で、予測しない事故び発生ずるおそれび腐 g 性ガスの発生により金属■鏡-ガラスなどを傷め 
友0ます. る原因とな0ます。 


¥ 

分辭禁止 

0 

使用禁止 

查 

〇 


の 


★可燃物（木壁 、含板、ふずまなど）との距離を離す 

■ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定凹上の距離を保つよラにして < ださい r 
•ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず] mULt あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないようにしてください。 

•カーテンなどびストーブにふれないよラにして<ださい。 

•家具等か b は充分な拒離をとってください。 

(熱で変形や変色、自然発火することびありまず。） 
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ImUi 上, 




構造図 


か窗キヤッフ 


媒る1 


対巧自動消火装置 


しん調節器 



鳥 T しん 


点 乂プラグ 
点火装置 


ごなでるつまみ 
ガイドピン 


(こぼれま栓付） 


油堡計 



媒ぶ 


燃焼筒 



I 

しんホルダー 

I 

しん調節器パッキン^ ^ 
しん案内筒 I 


電池ケース 




給細□□を@ 


油受け 


給油表示装置 




心 ^^ □金巧巧具 

\置台 A 油受けざら (ク1」品農！ f ) 

-お願い- 

耐熱しんに、巧油の燃えかす（夕ール）びを S に付着しまずと、しんが下がらなくなつたり点乂しにくくなつたりしまず。14ぺ • 
ジ [] 呆管19しんの手入れをずるを参照して、しんのか百焼きクリーニングをしてください。 


ガード 

快適 ヴーモ 


油タンク 


油タンクふた 



apB のなまス 


★効果的に使用ずるために 1 

•が気に接ずる窓の下や壁面など、冷気の入って<る場所にス I ブを置くと、冷気び 
ストーブで暖められて上昇巧流しますので、お部屋の温度のムラびみなくなり、 

効果的な暖房びでをます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで 
<だごい。 

•お部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、お部屋の温度のムラびよ〇少、なく 
なり、効果的に暖房びでさます。（このとをストーブには直接風をあてないでくださし、。） 






使用ずる場所 


★巧ミ田の廃棄 •口油の廃棄処分は、口油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


お願い （ NOTICE) 


お使 S になる1刖に 
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■ 
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111■国 



























使用前の準備 


[ 1 打油とガソリンの見分けかたのポイント 1 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のない巧でおこなつてください） 

〇な油 

X ガソ IJ ン 

驅れたままです。 1 

すぐに乾いてしまいます。 


良い保管 


悪い保管 


直射曰光、雨水び当たらず、 
乂気のない冷暗巧へ保管 


直射曰光、雨水の当たる 
ベランダなど、室がの保管 




を質な油とは 


• ちしげ了油。（ひと夏持ち越した灯油） 

•長期間、曰光の当たる場所や、温度の高い場所に保管した打ミ由。 

•容器のふたが開けてあったり、乳白色の容器でイ呆管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色はをおびた0、すっぱいにおレびしまず。 

•変費を防ぐため灯油は翌シーズンに持ち越さないよラにしてください。 



0 

使用禁止 




ス I ^ーブを取り出ず 


燃焼筒をセットずる 


包装箱に表示してある r 包装の巧容」をごらんになった 
ラえで、包装箱から包装材などを取り除き、製品を傷 
巧けないよラに取り出してください。 

-お願い- 


1 


包装材は可燃物でずから、必ず取り除いてください。 


2 


ガードのち下すみを少し持ち上 
ばて手前に引を、ガードを開け 
て < ださし、。 


燃焼筒を納めている包装材をお 
り除を、燃焼茵を取り出してく 
ださし)。 


(タンボール) 



2 


燃焼筒のが筒(ル)の浮き上がりびないか 
調べてください。浮舌上びりびあると、 
異常燃焼を超こすおそれがあります。 

浮さ上がりがありました5、巧■筒 
(ル)を下に押さえて、をちんとはめ込ん 
で < ださい。 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセット 
してください。 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、 
燃焼筒び正しくセツトされているか確か 
めて < ださし、。 



が焼巧 



ガードを、をとの位置に閉じてください C 


燃料 


费燃料は灯油 ( J 旧1号灯ミ由)を必ず使用してください。 

® 変質巧油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 


ガソリンなど揮発性の高し側は、絶巧に使用しないでくださし、。 
少量の混入でも、乂災の原因になりまず。 


011 


は：^い 
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とい巧だい 
たさの< さ 
つだ列でだ 
かくむい< 
わて油なで 
びし灯しい 
と火が用な 
こ消莉使し 
たてに用。 
しし鄙巧。使す 
用巧^絶すはま 
使を已、まむり 
をンむはり的ぁ 
料夕が）な励び 
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の火 y な因剤そ 
ど消^油原燃お 
な急巧 I 巧の助す 
ン緊^た障るこ 
U し故ぃ起 
ソにな入やてを 
ガず油混巧れ焼 
てて灯び燃さ燃 
0 わ質み常販常 
誤あ変ご異市異 
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温管をは弔 
高保器器^ 
、に容容^ 
み巧な油で 
ご場いな§ 


変び 
度と 
温こ 
とる 
3ま 
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使用前の準摘 


給油のしかた 


• このストーブには、給油の目安を示す「給油サイン」びついています。 

ス1-ーブを使用すると定は、とさどさ給油サインを見て、好油があるかど5か確認し、灯油びなくな 
る前に給ミ由してください。 

•油タンクに灯油びあるときは、「給油サイン」の色は r 緑」ですび、灯油びかなくなると r ホ」に変わります。 
* 「給油サイン」の色び r ホ」になりました6、消火して給油してください。 


へ—一 U 給ミ由は、必ず消义して、ストーブの温度が巧分に下びってか6おこな 

A 警告远編為りまず。 


〇 


赤色^ J 

おなヴイン 

灯油ががなくなると 
赤色に変わります。 


A 注意 


給油は、必ず义の気のないところでおこなって < ださい。 
义災のおそれび友りまず。 


0 



油タンクを取り出す。 

•油タンクを取り出し、給油 □ 口金閒巧真ぶ品 
□金を、左「〇」に回して取が'田 nnA づ^ 
りはずしてください。 おぶ 

• 附属品の「□金開閉質」を使用 产 
しますと、巧油で手を巧さず ( rf == 

に給油□□金の開閉びでをま 
す。 

•給油口 □金を取 D はずす前に、 

先端の弁部を押すと、給;'由 □ - 1 

□金び開けやすくなりまず。 - 

油量計を見なが5給油 ^ 7^ 
ずる。 ^ 

• 市販の紛 a ポンプの先端をジすご第当ス 
ャバラの手前まで差し込んで、 ^ ^ 

油壁計を見なび5給;‘由してく イソ m 
ださい。（ホースび抜けないよ -A f 
ラにま意しなび!5給ミ由して< M \ 

だごい。） _ y / 、 

•巧巧は、油蛋計のほぼ上部(ち 
図の > 給ミ巧位 ■) まで給油し 
てくださ打: ™ /詞*錢£^ 

入れ過ざますと、おみれ出る/ 。 r 1 

ことびお D ますので巧分を意^ 1 

してくださ■い。 \^窗*の化■ノ 

-お願い- 

I 油タンクの中にある r こぼれま栓」の弁 
び、給油□の近くまで上びっていると /ク I ろ 

さは、弁を下へ押し下げてください。 

I 油タンクの中にある r こぽれまを」は、 

給油□□金びはずれたときに、油漏れ 
を防ぐ装置ですので、取 D はずごない 
でください。_^ 

給油□□金をち fOJ に 口を開願 -@1 
回して、しっかり締める。 餘由口□を 


こぼれま培 

、弁7 


給;‘由位 ■ 


滴置の化 B . 




給油□口金は確実に締めて 
ください。給ミ由□□金を下 
にして、ミ由漏れびないこと 

A 警告 

、 

を確かめてください。 ■■ 

給油ロロ金を斜めに締めたス y 
りすると、簡単に給ミ由 □□ 確認 

金がはずれて、义災の原因 
になります。 


〔本な用の給油□口を〕 


戀 




• 油タンクか6油び漏れる状態 
で使用しないで < ださい。 

义がのおそれがお0ます。 

• 同時にる数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 
油□□金びあ D ぎすので、間 
違そないぶラにしてください。 
油びでなくなったり、故障の 
原因にな0ます。 

•灯油容器の戊たも、しっかり 
締めておいて < ださレ。 

こぼれた巧油はよくふ 
を取る。 

• こぼれた打油は必ずさむいに 
ふを取ってください。盾険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にちな0ます。 

油タンクをセットずる。 

•ミ由タンクを、本体に正しく、 
ゆつくりとセットしてくださ 
し、。 


-お願い- 

オート給油ポンプ(自動停止装 B 巧)を使用する場合 

•市販の才ート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれま栓 J と干渉して、次のよラな不具合が態にな 
り、圧しく給油でさないをのびあります。 

〔不具合〕1スイツチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンサー部の位歷(ち向）を変える。 
(処置）•ポンプの乾里池の消耗度を確か 
める。消耗していれば交換する。 
2自動停止しない。打油びあふれてしまラ。 
(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびつ 
て、固定具の位置を調節する。 
•上記の処宙をしても正しく給ミ由できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給ミちポンプ(手動式ポンプなど） 

を使巧して、正しく給ミあしてください。 





使いかた 


点乂前の確認 


•ストーブの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると义災の 
おそれびあります。 

•ストープび水平でま定した場所に設置してあることを確認してください。 


燃焼筒のセットを確認ずる ] 


点火操作をする前には、おず燃焼筒び正しくしん調節器にセ 
ットされているかど5か、燃焼商つまみを左ちに2〜3回動 
かして、スムースに動くことを確認してください。 


点乂のしかた 


•ネ刃めてお使いになると去は、点义後、器具に付着して 
し)るほこりや油び焼けるにおいがしますび、しばらく 
お使いいただければにおいはなくなります。 

•点火後しばらくの間は、炎び安定せず、「ボッ、ボッ、 
ボッ」と燃焼音びしますび、異常ではありません。し 
ばらくするとおび安定し、音びしなくなります。 


対震自動消乂装置のセット 


•しん調節つまみを、 r 燃焼 J のち向 （〇) に、ゆっくり止ま 
るまで回しますと、対 震 自動消火装置び自動的にセットさ 
れます。 

•この操作をおこないますと、点乂することびあ0まず。 

-お願い- X 

使い始めや、しんの交換を、しんの手入れ(か5焼さク U — ニン 
グ)をしたときは、給ミ由を約巧分 lU 上待って、しんに巧巧な炸由 
が吸い上げられてか5点义してください。巧分にのい上げ6れ 
ていないが態で点火しまずと、しんを傷めまず。 

新しい乾電油を入れてを、なにミちれもないのに点义しにくい場 
合は、12ぺージ r しんの修正」をき照して直してください。 



しん調節つまみを r 点乂」 
の方向へゆっくり回す。 

• しん調節つまみの目印を r 点乂 J 
のち向（〇)にゆっくり完全に 
止まるまで回してくだごい。 
(しんび上び D 点乂します。） 
•点义操作の途中で r ピィー」と言 
ラ放狸音びしますび、しん調節 
つまみはそのまま止まるまで回 
してください。 



-—‘け||广- I が 
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巨印\ 
点义位置 
まで回す 



乂が着いたことを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、手をしん調節つまみか 
5ゆっ <0はなして < ださし、。 

•火び着いた後をしん調節つまみを回しさったままです 
と、乾單池の消耗び早くな D ます。またカーボンび巧 
着して、点乂しにくくなる原因になります。 


点乂しにくい場合は 

♦点乂 プラグ 付近か5白煙び出て 
点乂しにくい場合は、しん調節 
つまみを少し戻してから、再び 
r 点义」 の方向に、 ゆっくり止ま W 谷 
るまで回ず と点乂しやすくなり ス : E 

• しんに夕ールや力ーボンが付着 ' 

したり、点义プラグび巧れてく 
ると、点火しにくくなりまず。 

一しんの手入れ、点火プラグの掃除をおこなってくだ 
さい。 （11• 12 • 14ぺージ参照） 

•乾電池の覃圧び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾聖池4個〕をご購入のラえ交換してご 
使用ください。 

燃焼 筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒つまみを足ち 一 ^ 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 一]^ 
くしん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていないかを 
おず躍かめてください。 ^ 一 


しん調節つまみを「点乂」 
の方向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目即を r 点义」の 
方向（〇)に、ゆつく D 完全に止 
まるまで回して < ださい。 


マッチや市販の点乂巧ラ 

イターで点乂ずる。 し 1 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をちかちに動かしてか5、持ち 
上げ、マッチや巧販の点义用ラ 
イターなどを使ってしんに火を— -マ ろ^ 
着けてください。 CV ^ 

•たばこ巧のライターで点火しな 
いで < ださい。 

•マッチで点义した場さは、マッ 
チの燃えかずをしん付近や器具 
内に落としたり、置台の上に置 
かないで < ださい。 

事故や义がの原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

•义び着いたことを確認したら、 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 L J 

動かし、燃焼筒び正しくしん調 
節器にセットされているか、し 一；•绍 
んの上にのっていないかを必ず^ ^ 

確かめて < ださい。 

ガ-ドを閉じてください。 

• T 7 、ぃ乎や占、人/巧うイターでち、人' 

したと舌は、火び着いたことを確認した6、しん調節 
つまみを少しだけ（点火した火び消えない程度に）消 
火の方向に回してみて、引っかかりびなくスムースに 
しんび下げられることを確認してか5、も5—度しん 
を上げて使用して < ださい。 

しん調節つまみびスムースに回らないときは、燃焼筒 
を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点火操作を 
始めからやり直してくだごい。 




















吏いかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 
炎の状態 


■がの調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

•しん調節つまみを回してがを調節するとさは、^^23^のイラストをよく見て、必ず正常燃焼の範囲で 
使用してください。 


最大正常燃焼のとをの炎の長さは、內が板か61〜2加]でず。 


正 常 


正 常 


異 常 



1 イ cm| 



しんの上げずざ 
(がび大さく伸びている） 

ずすや一酸化炭素び 
多 < 発生する 


最大正常燃焼 

游ぴ内炎板から 
1〜 2 cm 出る状態 




最ル正常燃焼 

赤熱部全体び赤熱して 
炎びかし出ている状態 


しんの下ばずぎ 
(赤熱部が巧分にホ熱しない） 

においや一酸化炭累び 


をく発生する 



@がの大きさは上図のように、正常燃焼の節囲でご使巧ください。 

•点义後日分ほどで、燃焼筒の下部びホ熱し(ホ<なる）、がび上びってをます。 

10分ほどで、炎は全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回して炎を正常燃焼の範囲に調節して<だ 
ごし、。 

•がは全周均一には揃いません。上図のイラストのよラに4つに割れます。前後左ちに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異なりますび、その比率び1対2.日く5いでち正常です。 


义力を弱くする場合のま意 


• 乂力を弱くした場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部び、巧分に赤熱している状態で使用してください。 

•あまり义力を謂くずると、においや一酸化お兼びをく発生し、しんにタールび付着します。 

しんの高さ調節（でるでる; 5) について 

がの大ささは、使用時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってかさくなってくることびあ D ます。 

しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼筒やしんの劣化などで炎び大をくな6ないとさは、 1 D ページの 
でるなの巧いかた I の頂を参照して、しんの离さの調節をしてください。 

•変質巧油や不純巧巧を使用してしまい、しんにタールびイ寸着したり、水を含んでしまったとさは、炎び大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重くなります。このようなとさは、14ぺージ n 呆管1 9しんの手入れをするの項を参照してしんの手入 
れをしてください。 


消火のしかた 


r 通常の消乂の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと回ず。 


^ — W • • .一 • > , I J , 、1^^ liTSSwj 一， r 、 一 一 |、丫•.•••••ごこ ごて PT IJ 广' 

しん調節つまみの目印!を「ミ肖乂」のち向（<0)へ じオイセー:/消义位置」 までゆっくり止まるまで回し 


てください。 

(速く回すとにおいが出やすくなります。） 


ぶろ 


消乂を確認ずる。 

• においをみなくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部残る）して消火しまず。 

• しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消义<な置」にあり、火び消えたことを必ず確認してくだごい。 


、緊急の消义の場合 


<§) 緊急消乂ボタンを巧ず。 ^ 

急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 . _心 

しん調節つまみの目即び r 緊急消义位置」にあ0、乂び消えたことを必ず確認してください。 ス 

•緊急消义ボタンを巧してを、しんが下が6ず、消义できない場合は、しん調節つまみを回して、しんを ) 

下げてください。 

それでちしんが下び5ない場合は、ミ由タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしをってぐださい。 Mil 













③ 


巧震自動消乂装置 


巧震自動消义装畳は、ストーブ本体が化巧(巧度約日む上)や強い振動、衝おを受けたとき、义災などの危険を防ぐために自動 
のに消义させるを全装置でず。 

地裝によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど異常がな 
いことを確認した後、再点义してください。 


•通常の使用時口ま、しん調節つまみを回して消火してください。消火の都度に巧震自動消火装置を作動ごせますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ず5したり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消乂ボタンを巧して巧霞自 
動消义装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

■ストーブを良い間使巧しないとさは、巧霖自動消火装因を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、巧霞自動消乂装置の寿命に悪影嚮をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを(保温)に、ストーブを絶対に使用しないでください。 

•しんに夕ールび付着して固くなっていた D 、 水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧露自動消乂装置び作動してを 
消火性能び善し<悪<なり、乂災の原因にな D ます。 


しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみを①から⑤または⑤にはめ替えますと、点乂の際しん調節つまみを回したとさに、し 
ん調節つまみの目卽の止まる位置び、前板に害いてある「でるでるな」の⑤または⑤の位置にかわりま 
す。 


約の 


しんの高を 


でるでるつまみの位置 


野急消义ボタン巧巧ず。 

緊急消乂ボタンを押してしんを完をに下げた状態でないと、でるでるつまみを 
はめ替えることびでをません。 


鱗 



しん調節 
りまみ 


しん調節つまみを引を巧く。 

でるでるつまみを引っ張り.でるでるつまみの⑤又は⑤がの巧のいずれかを、固定ピンの己部にはめ 
醬そる。 

①か5③の巧へ、⑤から⑤の巧へはゆ醬えることにより、しんの离さはそれぞれ約2酬高くなり、炎 
び大さ < なります。 

逆に、炎をかさくする場合には、⑤を⑤に、⑤を①にはめ替えます。 





回す督える 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げても、燃焼筒やしんの劣化などで、炎が大きくな5ないときは、でるでるつまみ 
を擦作して、しんの高さの調節びでをます。 

( -お願し、- N 

•購入して巧ゆてお使いになるときや、新しいしんに交換したときなど炎び巧分に出ているとさに、でるでるつまみを⑤や 
⑤にはめ替えるとがび大さくなりすざ、すすが発生することがあります。炎び大さくな5ない時しソがは、でるでるつまみ 
を①で使用してください。 

•不良巧油や変質巧;'由を使用して、しんに水やタールびた！■着したときは効果びない場合びあります。その場合は14ページ 
9しんの手入れをずるの項を参照してしんの手入れをしてください。それでち良くな5ない場合は、しんを交換してくだごい。 


でるでる怒の使いかた 


消乂後再点乂ずるとをのま 意 

消义後、約日分間は再点乂しないで<ださい。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、をガスび発ちし、激しい臭気びでたり、 
点义しないことびあります。 


■ しんが下が S ない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることがありまずので、14ぺージ 
麻营|9しんの手入れをするの頂を参照してしんの手入れをおこなうか、新しいしんに交換してください。 




水をかけるとホ:蒸気び出たり、ガラスび割れることびありまず。あねててヤケドをしないように、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてか5おこなってください。また、あとで油受けざら巧の水 
の入った灯油をなさ、しん交換び必要です。 


* 時間にを裕びない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップ- 
て < ださし、。 


-杯（20〇111 C 程度)の水をかけて消义し 


使いかた 





















点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


使ラたびに 


ス s — ブをミ肖乂し、本巧の忍度が巧分に下がってからおこなってぐださし、。 
手をけびしないように、手袋をはめておこなってください。 

巧巧自動消乂装置の取りはずし、分解はおこなわないで<ださい。 


点ち苗所 I お巧内容 


ストーブの •ストーブの周囲に可燃物や障害物びありませんか。 

周囲 _[火災の原因になりまず]_ 

油こぼれ •ミ由タンク、油受けざら、置台の菱面に、油びこぼれた 

ミ 由たまり り、たまつたり、にじんでいませんか。 

油にじみ [火災の原因になります] 


•油漏れはありませんか。 
[乂災の原因にな0ます] 


•欠けた0、割れた D していませんか。 
[異常燃焼の原因になります] 



1箇月に1回上 


燃規用空気 
取入れ部 
(しん案内 
茵下部） 


巧巧自動 
消火装。 


なな巧容 


•反身が反や围台にほこ0びたまつていませんか。 

前ネ反の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
せんか。 

〔異常燃焼や乂災の原因になります] 


•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると，巧 巧 自動消火装置び作動し、そのときしんび 
下びり、しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」 に戻 
りますか。 

[確実に消火することを確認] 


化! B 方法 


•常に整理-掃除をし巧燃物をストーブの周囲に置か 
_ないでください。_ 

•こぼれたり、たまったり、にじんだ t 引ぐごみ 

油はされいにふをおってください。 

•ミ由タンクの給油ロロ金の、弁部など 
にはごまっているごみなどを、取0 
除いて < ださい。 


•油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買い 
ホゆの販売店に修理な頼をして<ださい。_ 

* お買い求めの眼売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してくださし、。 


処 B 方法 


• 13、14ぺージの麻 管浪菌固 

MMT お あ1〜5- 

項を参照して本体をおりはず 
し、置台と油受けざらの隙間 
(巧にしん案内簡の下部)のほベタ^ 

こり、ごみなどを取りのぞい 

てください。 醒気掃除機で吸しん華巧邸を下\ 

い取るのを効果的です。 _ 

•しん調節つまみの目印び「嚴急消乂 位圍 J に戻らない 
場合は、 しん、感巧 部の項の点検をしてくだごい。 
•販売店に修理依頼をしてください。 



点検面所 

点巧内容 

処■方法 




•点乂プラグのスパーク音は、「ピィ ー 」と鴨0ますか。 
[乾電池の電圧(ミ肖耗)点検] 


•燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着していぎ 
せんか。 

[異常燃焼の原因にな0ます] 


• しんの先端にタールび付着して、固くなっていません 
か。 

★しんにタールが f 寸着していると、巧のよラな不具台 
び発生しまず。 _ 

•消火廣作をしてを、しんが下がらず.消义しない。 
•しん上下の操作び重く、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点火しない。 

•燃焼筒びホ熱しなかった0、燃焼中ににおいびする。 


•音びかすれる場合は堪圧び下びっています。 
新しい乾電池に交換して < ださい。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取0除を、 
されいに掃隙してくだごい。 


■タールび付着している場合は、 14 ページ 11ま管1 9し 
んの手入れをする にがって、しんの手入れをおこな 
W だ孔 1。 ——お願ぃ- 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いでください。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてください。 

• しんの手入れをおこなってを効果のない場合は、 
新しいしんに交換してください。 


感巧部 

• 感震部にごみの付着や謂はあり 
ませんか。 感巧部 

[巧霞自動';肖火装動； IE しく作動 
しません] 

■ごみやほこりは、やねらかい巧できれいにふき取っ 
て < ださい。 

•鐘びを量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を依頼して < ださし、。 

点义プラグ 

•点乂プラグが、力ーボンやタールでミちれていませんか。 
•点乂プラグびしんにくい込んでいませんか。 

[点乂不良の原因になります] 

•点火プラグび巧れていると定は、 12 ページになって 
点乂フラグの掃除をしてください。 

•点乂プラグびしんにくい込んでいるときは、 12 ペー 
ジの 1 しんの修正 1 をしてくだたい。 
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コードがはずれてし、るときは正しく差し込む。 

その他 は販売店に連絡する。 _ 

シヨー トしないよラになおす。 

不明の時は販売店に連絡する。 


♦この表 m がの不具合びあるとさや、処置ち法により処置をしてち良 < ならないとさは、使用を中止し、お買上げの販売店にごネ目談ください。 


製品内部に、ほこ D 、 ごみびたまって 
いる。 


製品内部を掃除する。 
(にページ参照） 


しんの修正をする。 

点乂プラグを掃除する。（ロページ参照) 


点义プラグの電極び正常でない。 


点火プラグび破損していないか確かめる。 
(破損している場合は販売店に連絡する） 


点火装置が シヨー ト（短絡）している。 


点火装置のコードびはずれている。 


正しく入れていない。 


正し < 入れ直す。 


乾輩池び消耗している。 


新しい乾電池に交換する。 


給油ロロをび間違っている。 


給油□□金を正しし巧のにおり換える。 
(7 ぺージ参照） 


灯油び水やごみを含んでいる。 


正常な灯油に交換する。 


灯油び変質している。（巧のた油や 
ポリ容器で1年間持ち越した油など） 


しんにタールびつ<原西となるので正常な 
巧油に交換する。 


外筒（ガラス）にひびや割れびある。 I I 〇 


列■筒（ガラス）を交換する。 


しん調節器の上面に夕 一 J レがついていないか。 
及は燃焼筒下部に不揃いびないかを調べる。 


内炎筒、外炎筒び変形していないかを確かめ 
る。傻おしている場合は販売店に連絡する) 


燃焼筒びしんの上にのっている。 


点乂してから必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 


しんにタールびついている。 


しんの手入れをする。または、新しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク巧の巧油を正常な灯 
ミ由に交換する。 


しん調節器か5しんをはずしてよく乾燥し 
てからしん調節器に取り付ける。油受けざら 
巧の水:を巧く。 


しんの出びかない。 


しんの离さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


I しんの出週ぎ。 


しんを下げて、がを調節する。 


一 修理を依頼される前に一 



• 長期間ご使用になりますと、機器の点検びぶ、要です。2年に1回程度、シーブン終了谱などに、お買上げ店、または、修理資格者 
[(財）曰本石油燃焼機器な巧協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


定期点巧のおずすめ （2 シーズンに1回) 


•ガードを取 D はずし、燃焼筒を取口出してから、マイナスドライバーなどで、 J 

点乂プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取0除いて<ださい。 M 

•掃除び終りました6、元どお D にしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り付 
け、乾電池を取 D 付けて正常に点乂するかどラか確認して<ださい。 -^|!| 

•点义しにくかったり、点义しない場合は、しの修更]をするか、をラー度 ||f 
されいに掃除し直してください。 -11 

又、しんの手入れ(か5焼をクリー ニン グ)をおこなラと、点乂プラグに付着し^ 
た巧れび取れやず<なります。 （14 ページ nsi 9 しんの手入れをするを照）^ 

f -しんの修止- 

•燃焼筒を取り出し、しんを上げて点火フラグ近くのしんの側面を内側に、割り害などで 
軽く押さえるよラに撫でて、しんを整そる。 

•—度しんを下げてひら燃焼簡をのせ、点火してください。 


縣 r 


しんに接跑している 
もんから離れている 


しんと点火フラグの間をみし離す 



乾疆池の消耗び激し： 


しん上下の操作び重3 


しんび下びらな S 


炎びかたよる 


ホを、ずすか出て燃える 


察大きくならない.冀てしきつ 



火の回りび遅い 


お手入れ•保管 











































部品交換のしかた 


I 督えしん、か茵(ガラス）、燃焼茵などの交換部品び必要な場合は、お質上げの販売店にご相談ください。 

I 部品び販売店にない場合は、別紙の I お客樣相談窓 □-!! I までお問い合わせください 


* _ . しんなどの巧換部品は、お、ず卜3ス1'―ブ純正き Bsa け旨定部 sa ) を使用して<ださい。 

心主思スト—ブ喔を損なうばかりでなく、故障やそ想しない謬黄 


〇 


部品交換のときのミ主意 


ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感耍、けがなどしないようを意しておこなってください。 

①手をやけどしないように、ストーブは消火し、温度び巧分下びるまで待ってください。 

⑤感電しないように、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

③手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

不克をな修理はちおです。お買い上げの販売店か、（財)曰本石油燃焼おお保守協をでおこなう技術管理講曾会修了ち(石油機器 
巧術管理±)などのいる販売店で修理巧頼されることをおずすめします 


しんの交換のしかた_ 

卜3ストーブ純正適合しん 

トヨ耐がしん第2日種]商品コード:11013907 


しんの交換方法•ま意内容は、耐熱し 
んに添付されている取扱説明害をお読 
みください。 


が， 

W 


J 旧遞合検査合格品はこの 
マークび目占ってあ D ます。 
マークの色骇は、白地に赤 
インクで表示されています。 


が筒（大）の交換のしかた 


巧商（大） 1^商品コー ド:11020刖2 

•が筒(大)が割れたり、 a りやミちれげふき取れない場合は、巧換してください。 

が筒(大)はガラス製ですから、けびをしないよラに、取り扱いにま意してくだごい。 
1 ガードを開いて、燃焼筒を取り出します。 

2 夕 i 筒キトップの内側のつめを、マイナスドライバーなどで起こし、列筒キ 2 : 

ヤップを取りはずしてから、古いが筒(大)を取りはずしまず。 L 

0 新しいが筒(大)を、ゆっくりとはゆ込みまず。 M 

4 2項ではずしたか筒キヤップを燃焼筒ガードにかぶせ、外筒キヤップのつ X ぐ 

めを3箇所づつ押ごえ固定します。 \ 


巧■巧キャップ 







燃焼筒の交換のしかた 


燃規茵 r 商品コード:…22106 


•燃焼茵の内炎筒•が炎筒などび変形した場合や、が筒か（ガラス）び割れた0した場合は、 
お買上げの販売店、または、別紙の雨査獅鼓窓□こ M 1 までお問い合わせください。 


点火プラグの交換のしかた 


•点火プラグを交換ずるとをは、お買上げの販売店または、別紙の I お客な垣談な □—!! I までお問い合わせくださし、。 


乾電池の交換のしかた 


• 6ぺージ 1巧 巧 池を取り巧!する1 を参照して、必ず4個とを市販の新しい乾巧ミ也〔単二お乾巧ミせ〕に交換してください。 
•取りはずした古い乾單池は、表をしてある使用推奨期限巧は、電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、再利用 
されることをおすすめします。 


保管（長期間使用しない場合） 


油タンク内の打油を抜を 
取る。 

ストーブか S 油タンクを取り化し、 
市販の給油ポンプ(手動式)で、油 
タンク内の灯油を抜を取ってくだ 
でし、。 

•わずかに残った好;'由は、油タン 
クに給油口□金を取り付け、油 
受けを本体の中か5取り出して 
給油口□金に巧し当て、油タン 
クを上下にゆすって抜いてくだ 
さい。 



電池ケースから乾電池を取り出し 
て < ださし、。 












5 本体の両側面と背面にある止め O じ （3 本)を、ちにねじ 
つて取りはずしてください。本体を前方に傾けなび6、 
ゆつ < D と上方に持ち上げて取りはずしてください。 



6油受けざ5巧のな油を巧き取る。 

k 油受けをおり出してから、油受け 
どら巧の巧油を市販の給油ポンプ 
(手動式)で巧さおってくだごい。 

•油タンク、油受けざらに水やご 
みび残ったまま f 呆管すると、錯 
や巧あさの原因になります。さ 
れいな巧油ですすぎ洗いをして 
ください。残った巧油は、巧切 
れなどで聰いおってください。 

フ本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせてください。 

8巧油を抜いた油タンクを本体にセットします。 

g しんの手入れをする。（から焼きクリー ニン グ） 

f -お願い - ->1 

• しんの手入れは、風びあたる場所ではおこなねないで 
ください。 

•しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなつてください。 





3 緊急消火ボタンを巧して、消乂装置を作動させてか5、 
ガードを開いて、燃焼筒をお0出して<ださい。 



• しんの先端び固くなっている時 ' 

は、ラジオペンチなどで固い部 ,,^ 

分を軽くつぶしてからおこなっ ' 一 I X 

てくだごい。 

① 通常の点火操作をして、正しく 
纖させてください。 

② 乂力び小さくなった!5、しんを 
一杯に上げて自然に消乂するま 
で燃やしをって < ださし、。 

10電池ケースか5乾電池を取りはずす。 

/-お願い- N 

•乾蛮池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 

—ブを腐食させることびあります。 

、- - - 

11对麗自動消乂装置を作動させる。 

II 巧展自動消乂装置を作動させ、しんを下げた状態にして 

<ださい。 

1?点検、掃除をする。 _ 

■一 ①11、12ぺージの I 点^•宇入れの U かた1 の項目にし 
たびって、点検、手入れ、掃除をして<ださい。 

③ ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるも 
のは新しいをのに交換して < ださい。 

⑤ストーブの巧れは、めれた布でふいて落とし、乾いた 
巧で水気を取り除いてくださし、。 

13 収納する。 

■ W ①□金開閉具は紛失しないように、 

本体背面の油タンク側上部にあ うを^\ 

るけ」お巧に引っ掛けて保营し ISiJ / \ 

てください。 /nTOVi 

口金開閉具についた巧独ま、よ / 

く面を取ってください。 

⑤包装箱に入れて、湿気のかない場所に f 呆曹してくださ 
し、。 r 取扱説明書」やり呆証苗も忘れずに大切に保富し 
て < ださい。 

/ -お願い-^ 

•高湿を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないで 

<ださい。 

鏡が出たり、樹脂部品がをおずる原因になります。 

•油タンクは巧油を巧を、本体にセットして保管してく 

ださい。 


• 口油は、変質を防ぐため、翌シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにしてください。 

•取りはずした乾聖池は、表示してある使用推奨期限のは單 
池能力がのこっていれば他の製品に使用でをますので、再 
利用されることをおすすめします。 



附 


油 



暖 



震自動消火装置（しん降下式） 
□金開閉具 （1 個） 


燃焼継続時間 


200 % 


.0L 


3.22 kW 



0.313 L/h 


最大燃料消費互 


点火ち 
使用燃料 


電池点火〔単二形乾呈池4個 • 別売〕 
灯油 （ J に1号） 


自然通気形開放式石油ストーブ 


しん式•あ身ザ形 


斜形寸法 
(置台を含む) 


RC - D 328 ET 


高さ I 454.5 mm 


仕様 


13〜14ページの I 巧管(長期間使を!:^い場を） ] の1 〜日 項を参照して、油タンク、油受けざら巧の打油を抜を取り、電池ケースか 
ら乾電池をおりはずして廃棄してください。 


廃棄ずるとを 


お手入れ 





















アフターサービス 


保証について 


■添付しておりまず保証害は販壳店で所定事項を記入しておおししまずので、お受け巧りくだをい。記載巧客をご確認のラえ大 
切に保管してください。 

★保証期間は、お買上げの曰より1年間でず。 

. -お願い-^ 

つぎのよラな原因による故障おぶび事故につをましては、保証の対象とな0ませんのでごを意<ださい。 

(1) 変質灯油や不純巧油など、また打油 L : ■(がの燃料を使用したためのお障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆをとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品 la がのをのを使用したり、しんにタールが付着したり、水を吸ったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾輩池、しん、点义ヒーター)の故障。 

(己）この取扱説日月書や、注意書、ラベル類による指示、お陵.酱告.ま意-お願い事項が守られず、誤った使い方をされた 
場合の故障や事故。 

•その他詳細の保証巧容については、な記書の記載内容をご質ください。 


修理を依頼ずるとを 


•「故障.異常の見分けかたと処置ち法」 （12 ページ）にがって、お調べください。 

直5ないときは、ご使用を中止し、ぶ、ずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品ち…石油ストープ(自然通気お開放式石油ストーブ） 

③型式の呼び’’. RC - D 32 日 ET 

③ お買上げ年月曰 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，軍話番号 

•修理に隙しましては、保部雲をご提示ください。保班蜜の規定に従って、販売店び修理させていたださます。 
•保記期間び週ぎていてを、修理すれば使用でをる場合には、ご巧望によ0有料で修理させていただをます。 
•修理料金は、巧術料，卽品代，出張料などで構成されています。 


. ^ 修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、巧ミせケースか6乾巧池を取りはずして， 
A 油タンクを巧を、ミ由受けざらの^ミ由を必ず^^いてぐださい。 

運搬のを中にな油びこぼれ、周囲をミちずおそれがあります。 


〇 


補修用性能部品について 


• 石ミ由ストープの補修巧性能部品のな有期間は製造巧切〇槛日年です。 
• 補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


消拜•劣化ずる部品] 


•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品…しん、口金、ミ由受け、点义ヒーター 
•を質なミ由、不純な油の使用で装化しやずい部品…しん、点义ヒーター 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてわからない場台は、お買上げの販売店、または、をよりの r お客-巧捐爾口一 nn (別紙参照)までお 
問い台わせぐださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

RC - D 328 ET 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店名 


(電話番号 ）（ 

) 

— 

/ 


株式会社卜 " ai - ミ 

名古屋巿瑞穂区桃園町日番] 7号 
干467—0吕已己 TEL く曰己2>822—]144 
FAX <052)822-2742 







